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研究成果の概要：研究成果の概要：本研究では、思想史を中世から近世へと促進させた重大な

原動力は人格理解と自己認識の理論にあったことを示すことが出来た。知性単一説を論破した

後、後期スコラ学者は個人の理解行為と自己規定とともに自己意識の絶対的確実性を人格の特

徴とした。それに基づき、人間の尊厳はルネサンスの中心概念となり、1600 年前後のスペイン

の新トマス学派の人権論と自己意識による認識論を通してデカルト流の近世思想の基礎付けと

なった。 
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総 計 5,100,000 1,530,000 6,630,000 

 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：哲学、倫理学 
キーワード：自己認識、主体、唯名論、中世哲学、反省、ルネサンス、自由、人間像 
 
１．研究開始当初の背景 
啓蒙主義の時代に遡り 20 世紀半ばまで広が
っていた見解によれば、近代思想は、ルネサ
ンス期における古代文化の復興の結果であ
り、ひいては古代と直結した新しい出発であ
った。このように、哲学史研究において古代
から近代への飛躍が一般的に正当なものと
見られていたために、1000 年以上続いた中世
が「暗黒時代」として研究対象から抜け落ち
ることになった。しかし 19 世紀後半以来の
実質的な中世研究において、中世文化による
近世への基礎付けが明確になるにつれて、中
世と近世の間の連続が研究課題として確認
されるに至った。したがって、最近の約 50

年間では、社会・政治論、文化理論などに関
する多くの個別的研究の結果、中世から近世
への移行の諸原因を探る傾向が強くなって
きている。しかし、この連続における思想史
的変遷の特質と原動力に関しては、部分的な
指摘しかなされなかったために、原典に基づ
く一貫した理論が欠落していた。それゆえ、
思想に関しては、中世と近代の間の連続に対
する理解だけではなく、近代の哲学思想の説
明においても困難が生じることとなった。こ
のような問題意識を背景にして、本研究では
中世スコラ学からヒューマニズム・近代初期
思想への移行の根本的な動機を哲学的思想
そのものにおいて吟味することを目的とし、



その際、近代思想にとって特徴的な人格理解
を手がかりにすることが定められた。さらに、
本研究に参加する研究者は、中世末期および
近世初期を専門とし、上智大学中世思想研究
所の様々な研究プロジェクトにおいて今ま
で協力しあってきているゆえに、本研究の包
括的な課題に取組むために望ましい準備が
出来たと判断されることから、共通な問題意
識と各人の専門的知識をあわせるかたちで
本研究の課題を設定することになった。 
 
２．研究の目的 
本研究では、中世から近世への転換に関する
最近の研究経過を取り入れながら、思想史そ
のものによるこの転換の原動力を再検討す
べきだという共通な問題意識から出発する。
その際、現代においてしばしば見られるよう
に、15・16 世紀の移行期における新しい諸
契機に注目するだけではなく、中世思想自体
における問題意識を促進させた諸動機を、近
世へのつながりに関して検討することにし
た。この問題提起に従って、中世と近世の間
の一貫性と差異をより明確に把握すること
で、両時代のそれぞれの特徴とともに、中世
における近世への発展を呼び起こす諸動機、
また逆に近世思想における中世的遺産を浮
き彫りにすることによって、両時代の思想に
対してより正確な解釈を行う可能性を拓き、
ヨーロッパ思想史におけるこの転換期を、そ
のダイナミックな発展において理解へとも
たらすような見通しを示すことが本研究の
目的である。 
 
３．研究の方法 
本研究の方法としては、まず、近代の思想の
特徴をその時代の自己評価に従って予備
的・仮説的に幾つかの中心概念で捉え、そこ
からこれらの概念自体の起源とその歴史的
周辺に見られる諸問題へと遡ることとした。
その中心概念として、主に「人格」、「主体」、
「自己」（自己認識、自己意識、自己規定等）
を選んだ理由は、それらが哲学史においてだ
けではなく、近世・近代の学問においても答
当時の諸文学においても主流であり、当時の
自己理解を根本的に規定したと思われるか
らである。次に、これらの概念とそれによっ
て指摘された問題領域の中世思想における
形成期へと遡り、それらを生み出した問題意
識とその正確な意味を解明し、盛期・後期ス
コラ学と神秘思想にわたるその発展を概念
史的、また問題史的方法で辿ることにした。
このような解釈学的な意味での影響作用史
を吟味するに当たって、各時代に興った古代
の源泉への新たな遡及、諸学派の間の論争、
新しい問題提起を重視して、当時提示された
学説の近世哲学の起源（17 世紀初頭）への伝
達と内容的な連続に関して検討することを、

各研究者、研究者の小グループ、また本研究
の全体会議の課題とした。この方法を採るこ
とによって、各研究者が自分の専門のテーマ
に関する理解を深めながら、密接な交流によ
って共通な展望と結論を目指すことが可能
になった。 
 
４．研究成果 
二年間行われた本研究では、中世スコラ学と
神秘思想から人文主義を経て、初期近世哲学
への転換の動機と思想的意味を解明し、この
移行の諸契機を以下のように理解すること
が出来た。すなわち、(1) 近代思想を特徴付
ける主体（subiectum: 基体、主体）概念の
起源は（17・18 世紀の推察も見られたが）
今まで不明瞭だったが、13・14 世紀の自己
意識理論に遡らせることが出来た。当時の認
識観（オリヴィ）によれば、意識行為は自ら
への反省の「基体」であるとともに、その再
帰性のゆえに自らを自己意識的な「主体」へ
と形成するので、subiectum の意味が自己意
識を遂行する主体へと発展する萌芽が見ら
れるようになった。(2) また「人格」概念は
5 世紀古代末期キリスト教教父神学において
キリスト論と三位一体論の中心的な概念と
して形成され、6 世紀初頭に（ボエティウス）
人間にも適用可能なかたちで一般存在論的
な定義を受けるに至ったと同時に、人間の尊
厳と偉大な使命がキリスト教的新プラトン
主義において展開されてきた（ニュッサのグ
レゴリオス）。教父時代のこの人間理解は 12
世紀初期スコラ学において積極的に受けら
れ、思弁的（リカルドゥス）また習徳的（ベ
ルナルドゥス）な意味で考察されることにな
り、更にアウグスティヌスの自己探求理論を
取り入れて（サン＝ヴィクトル学派）、13 世
紀の盛期スコラ学ではアリストテレスの実
体概念を背景に人格概念における自律と自
己規定が強調された（トマス・アクィナス）。
さらにアリストテレス主義の導入に伴うア
ヴェロエス主義の危機と断罪（1260－70 年
代）の結果、思惟の一般性を人類に共通な普
遍的知性によって説明する説が退けられ、自
己経験において検証できる各個人の思惟的
活動が人間像の核心として確立された（アル
ベルトゥス、トマス）。すでに 13 世紀半ば以
来、特にフランシスコ会学派においてアウグ
スティヌスの意識論を基に自己意識が認識
と自由の基盤とされ（ドゥンス・スコトゥス）、
またドイツのドミニコ会学派（ディートリヒ、
エックハルト、ゾイゼ）の神秘思想において
は、個人の内面性が新プラトン主義の知性観
を通して主題とされた。(3) 思想史的に最も
重大と思われるこの転換によって哲学・神学、
ひいてはあらゆる学問の基盤は、存在理解の
形而上学的諸原理から個人の認識を根本原
理とする反省的自己把握へと移ることにな



り（ウィリアム・クラソーン）、それに伴い
認識の対象的内容の代わりに認識行為その
ものの再帰的自己成立の絶対的明証性が思
惟の確実性の第一原理と認められることに
なった。したがって存在に向かっての思惟の
いわば直線的な志向性の妥当性が 14 世紀の
唯名論（オッカム）において疑問視され、精
神の反省的超越論的自己探究が 15･16 世紀
のイタリア（フィチーノ、ピコ）ないしドイ
ツ（クザーヌス）の人文主義において哲学の
根拠付けとして受け入れられるとともに、自
己規定としての人間の自由が宗教改革者の
神学的予定論に対して弁護された（エラスム
ス）。同時に 16 世紀末のスペインのドミニコ
会学派（ビトリア）においてはトマス・アク
ィナスへの立ち返りを通して自由論は人権
論と国際法理論へと発展した。イタリアや北
方の人文主義のむしろ文学的な人間像は、盛
期・後期スコラ学の延長線上に立つ 17 世紀
初頭のイエズス会学派（デ・ルゴ）の人文主
義において、その哲学的根拠付けを得て、当
会の学院を通して全ヨーロッパに拡がった。
こうして中世スコラ学的神秘思想的精神形
而上学は自己意識をあらゆる認識の確実な
基盤と第一原理とすること（メンドサ）によ
って、反省的に自己意識する人格（ロック）
を認識そのもの起源とみなす近世的な思考
（デカルト）へと繋がることになった。 
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